
リンナイの環境活動と
環境人づくり

2023年12月7日



本日のアジェンダ

 リンナイのご紹介

 リンナイの環境活動・人づくり

©Rinnai Corporation



リンナイのご紹介
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会社概要

リンナイ株式会社商 号

１９２０年９月１日創 業

６４億８４百万円資本金

単体 ３,５８７名 連結 １１,１５０名従業員数
(社員･パート)

４,２５２億円売上高(連結)

４６社 (国内１２社、海外３４社)グループ会社

初代社長 内藤秀次郎

本社(愛知県名古屋市中川区）

創業者の内藤秀次郎と林兼吉
両名の姓を取って｢林内商会｣
を創業したのがはじまり
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2023年3月31日現在
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創業の原点はモノづくりへの思いから

その輸入品コンロをモデルに自力で商品化
ヒットを確信し、名古屋ガス（現、東邦ガス）から独立

「このようなコンロを自分で造ってみたい」

1920年（大正９年） 「林内商会」創業

「加圧式石油ガスコンロ」発売

金属の成形加工・線材加工・溶接で苦労したが、この経験が、
モノづくりＤＮＡを形成し、戦後創業の他社とは一線を画している

1918年11月のある日、内藤秀次郎（25才）は、
今川焼の店先で珍しい石油コンロの青い炎に見とれていた
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リンナイ 製品のあゆみ
出典:リンナイ株主通信第51号
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リンナイ グローバル市場でのあゆみ
出典:リンナイ株主通信第52号
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リンナイ 売上高 (2023年3月期)

機器別売上高 地域別売上高
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リンナイの環境活動・人づくり
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社外表彰 ・ 環境人づくり企業大賞2020

“環境大臣賞”受賞環境 人づくり企業大賞2020で
(主催：環境省・環境人材育成コンソーシアム（EcoLeaD）)

全員参加の環境活動(7E戦略)
(職場での環境取組み,浸透)

自社グループ・サプライチェーン
多岐に渡る改善(環境経営効果)

社員のモチベーションを上げる参加型の
イベント定着(環境大賞(社長表彰など)

＜評価された主な取組み＞

人づくりのための基盤 人づくりの成果

2018年・2019年に 2年連続 “優秀賞” 受賞に続き、
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７E戦略
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全事業域で全員参加の環境活動を推進
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意識づけ 全社員に環境カードを携帯
<オモテ> <ウラ>

わたしの
ECOチャレンジ宣言

の記入
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環境社内報「ecoのコエ」

■発行時期 ：4回/年 ■発信媒体 ：紙・社内Web ■対象：リンナイグループ従業員

社内Webアクセス
約15,000PV/年

読者アンケート結果

「内容を理解できた」の回答者 75% →78%
(PV：アクセス数)

13/31



©Rinnai Corporation

社内報の中で 社員へ「環境テーマの意識調査」を実施

最近の掲載テーマ(身近な環境問題)

✓食品ロス問題を知ろう

✓プラスチック問題と温暖化の関係とは？

✓生物多様性の視点から環境問題を見てみよう

✓もっと知りたい環境の新常識

✓工場・事業所におけるカーボンニュートラルとは？

✓新たな生活様式の中で、私たちにできるECOとは？

✓あなたの身近なSDGsは？！
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社内表彰制度 リンナイグループ環境大賞
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環境経営に貢献する優良な取組みをしている部門・個人を表彰する制度で
これを通じて、取組意欲の醸成と他拠点への波及を図り、優良な取組みを広げる
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社内表彰制度 リンナイグループ環境大賞

・2010年創設、今年で14回目の開催
・大賞選出者は年賀式にて社長より表彰
・これまでの延べ応募総数1,450件以上

1次選考 (各部門の次長・課長)

2次選考 (各部門の部長・工場長)

最終選考[順位決定] (部門責任者)

表彰 (年賀式で執り行う)

選考・表彰の流れ
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応募事例(積み上げ)による環境経営効果 (2019年度-2022年度)

経済効果額
主な取組み (主に、製造・物流・事務における環境取組み)環境保全対策に伴う

経済効果
2022年度2021年度2020年度2019年度

179359538295省エネルギーおよび廃棄物削減、節水による費用削減

単位：千ｔCO2e 単位：千ｔ

単位：百万円
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環境人づくりへの道 １

生産本部・生産技術本部・環境部が一体となり、コストパフォーマンスを意識した環境人材教育(知識＋OJT)を実施
＜次世代教育の仕組みイメージ＞

改善の「流れ」をつくるために 多様な視点から対応していく

生産本部長

ISO14001の
担当者

設備改善の担当者各工場・各課・グループ会社

支援部門改善 実行部門

それぞれが、学んだ事を
同工場の他メンバーへも展開

社長表彰 環境大賞への
応募につなげる
地球環境問題の視点で
改善成果をまとめて提出

(例)残業の削減
⇒ CO2削減
⇒ 電気代の削減
⇒ ワークライフバランス向上

Q C D E＋
・改善提案 ・Dx推進
・安全 ・雇用 ・作業のしやすさ…etc

環境部長生産技術本部長

多様な視点

環境監査員向け 教育

排水処理場での現場改善(OJT)

製造部門 向け
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環境人づくりへの道 ２

環境改善の支援範囲を自社グループだけでなくサプライチェーン(取引先様・物流業者様)へも拡大

取引先様とともに行ったサプライチェーン改善 発表資料一部
「活動テーマ:紙に特化した改善」

点から線へ⇒ 線から円へ⇒ 円から球へ

当社のめざすサプライチェーン改善 イメージ

取引先様
物流業者様向け

改善成果を 資源循環型ものづくり
シンポジウムで発表
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環境人づくりへの道 ２ 取引先様
物流業者様向け

取組紹介

サプライチェーンを通じた環境改善 「活動テーマ：紙に特化した改善」より一部抜粋

改善による年間効果 ： 紙の削減▲50t、CO2削減▲50t、原紙コスト▲760円
<算出根拠>

※1：日本製紙連合会 印刷用紙１t = 1t-CO2
※2：紙の取引価格 紙A1 = 10円(原紙の一般価格)
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環境人づくりへの道 ３

当社のサプライチェーンの中で、一番多くのCO2を排出する工程の関係者へエコな知識を知ってもらう機会を！

今後、カーボンニュートラルを見据えた
中長期レベルでのグローバル環境戦略へつなげる

調達調達 使用使用物流物流開発
製造
開発
製造 廃棄廃棄

7.16% 0.9% 0.07% 91.53% 0.05%
当社の

工程ごとの
CO2排出量割合

営業部門
サービス部門 向け
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環境人づくりへの道 ３
営業部門
サービス部門 向け

・お客様へ当社製品のecoな使い方を紹介
・取引先様、販売店様、次世代のお客様との交流を通じて商品設計や販売にフィードバッグ

SDGsのアイコンが描かれたサイコロを
回しながらクイズの正解アイコンを探す

体験コーナーを設置

ここにあてはまるSDGsのアイコンを
置いてみよう！

ヒントは
「エコ」と「家事が楽になる」

当社ブースへの来場者数
6,000名以上/年(開催期間 3日間計)
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リンナイのSDGsへの取組みの定義付け

https://www.rinnai.co.jp/csr/sdgs/
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環境人づくりへの道 ３ 販売店の皆様 向け
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事業活動と自然の関わり・対策検討

主な取り組み主な活動
テーマ

リンナイとの関係性
(例)

影響要因

商品の省エネ設計
工場・物流・オフィ
スの省エネ

温暖化
防止

CO2など温室
効果ガスの排出

温暖化

投入資源の削減
再資源化
循環利用
外来種駆除

資源循環
省資源
地域貢献

資源の消費過剰
消費

部品や製品輸送
に伴う移入

外来種

地下資源の採掘
や建設等に伴う
土地改変

土地
利用

製品含有・製造
使用の削減
公害防止

汚染防止管理不徹底による
化学物質の放出

汚染

・事業活動が自然に与える影響・依存要素を把握
・事業工程ごとに考えられるリスクの整理と対策の検討
・当社と自然との関わりを見据え、環境負荷低減を通じて
生物多様性にも寄与する活動(CO2・廃棄物・水など)を推進
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まずは知ることから 自然観察会

■実施日程：2016年9月
■参加者 ：環境担当者 など
■観察ルート： リンナイ大口工場・

矢戸川流域 (愛知県丹羽郡)

約2時間の観察で46種類

●特定外来生物
・オオキンケイギク

●要注意外来生物
・シナダレススメガヤ
・セイタカアワダチソウ
・オオアレチノギク
・コセンダングサ

●特徴在来生物
・ワレモコウ

他7種

●絶滅危惧
・ササバモ
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外来生物法とは

この法律の目的は、特定外来生物による生態系、人の生命・身体、農林水産業への被害を防止し、生物の多様性の確保、人の
生命・身体の保護、農林水産業の健全な発展に寄与することを通じて、国民生活の安定向上に資すること

「特定外来生物」とは？
外来生物（海外起源の外来種）であって、
生態系、人の生命・身体、農林水産業へ
被害を及ぼすもの、又は及ぼすおそれが
あるものの中から指定される。

特定外来生物は、生きているものに限ら
れ、個体だけではなく、卵、種子、器官な
ども含まれる
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外来生物法とは

2023年6月1日よりアカミミガメ・アメリカザリガニの規制が始まりました！

出典：https://www.env.go.jp/nature/intro/2outline/regulation/jokentsuki.html

「条件付特定外来生
物」は、外来生物法に
基づき特定外来生物
に指定された生物の
うち、通常の特定外
来生物の規制の

一部を、当分の間、適用除外と
する（規制の一部がかからない）
生物の通称です。「条件付特定
外来生物」も、法律上は特定外
来生物となります。
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繁殖分布調査
(イメージ図)

オオキンケイギクの駆除活動 (生物多様性保全)
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2023年度：17の企業・団体にご参加いただきました
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・ 他から持ち込まれ自然に被害を及ぼす影響のある生物(特定外来生物として国から指定)
・ 企業が栽培や保管、運搬などを行った場合、１億円以下の罰金が科せられる
・ 当社工場の周辺は、通勤車やトラックが往来し、それらに種子が付着し運び込まれた可能性あり

リンナイと
オオキンケイ
ギクの関係

オオキンケイギクの駆除活動 (生物多様性保全)
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自然に触れる機会の提供 (地元野菜を通してマインドを高める)

地元の伝統野菜や旬の野菜の種を配布
育てることを通して…

・青大きゅうり ・八事五寸にんじん ・大高菜
・十六ささげ ・白花千石豆 ・下仁田ネギなど

これまでの参加数 延べ1,000名 (2016年～実施)
自然に親しむ機会・家族とともに

加賀野菜天ぷら
とかき揚げ

加賀太きゅうりの
生姜煮

能登産ふくらぎ
竜田野菜あんかけ

能登豚の生姜焼き
社員食堂で地元食材を使ったメニュー提供
味わうことを通して… (当社関連子会社のアール・ビー・コントロールズにて実施)
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社外表彰 これまでにいただいた 生物多様性関連の表彰

生物多様性に配慮していく取組みが、環境人材の育成につながっている
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Thank You


